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 研究実績の概要

研究計画に基づき、以下の通り研究を進めた。
【1．出典資料の調査・収集】
　実際の入試に使用された出典資料について過去3カ年分の調査を行い、著者・タイトル・出版社
のデータを収集した。

【2．出典一覧の作成】
　収集した資料について、一覧を作成しデータベース化した。

【3．出典一覧の分析】
　作成した一覧から、作者や出版社、シリーズ等の傾向があるかを分析した。その結果、説明文
については特段の傾向はなく、内容面でも各都道府県によってバラバラであった。このことは、
説明文の題材選定が困難であることの証左であると考えられる。一方、小説文については、各年
度とも、複数の都道府県で出題される作品が散見され、出題されやすい作家・出版社についての
傾向を得ることができた。その結果をここで具体的に述べることは、研究課題の特質上できない
が、得られた知見については国語科内で共有して今後に活かしていきたい。
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